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馬鈴薯植物の生理，形態亭的研究

第 8報.馬鈴薯塊茎の老化，蛇ぴに異常荊芽現象に就い-C.

田

く北海道大与さ農撃部植物慈雲定室〉

隆・岡語養三

Physiological and morphological studies on potato plants 

Part 8. Esp巴cial¥yon th巴 senilityof potato tuber 

and its abnormal sprouting 

TAKA凶IIITAGAWA and Yozo 0臥 ZAWA

緒 号号
巨ロ‘

休日民期間中に於ける馬鈴著塊草の生X'R的活動

は，極めて緩慢で、ある話呼吸も少く，従って貯蔵

物質たる澱扮の消耗も僅少で、，且つ倍及び諸態安

素化合物等も略々一定値を保っている。との期間

の塊室は外部保件の鑓化にf[.tして安定性がi去iく，

従ってその貯蔵は極めて容易で、基うる。然るに， と

れら塊翠は一度休眠から畳めると，その生理活動

は急敢に旺盛となり，前芽開始，呼吸の増加が見

られる。とれに伴い塊室内の貯蔵物質は，JjJJ芽の

構成材料として，又その生理活動の力源として使

用され， JO'臓物質の消耗が顕著となってう~る。以

上の事責はl1Ij報に報告した庭でるるが，かくの如

く休!I民経了，萌芽開始後の塊室は，そのJtf蔵物質

の泊耗が急激で・ある黒fjより，食用としてのみなら

歩，種子用としても，その経済的誌に柴義的慣値

の減退著しく，所目11，老化著と云われるものとな

る。かかる老化薯を程著として使用した際，芽著

のE芝生率が極めて甫iく， とれに就ては I日川， 中
(1949) ，手品，高橋(1951)等の認める庭である。

又， との現象はl¥'f蹴中にも殻生すると STEWART

(1918)は述べている。;年暮護生の!京l瓦lに就いてFFj

JII， 111 (1949)は乾燥と光線不足に作い，老化普よ

り護生じた蘭茅の生長~rjJ ihIJ，主主に親薯より過剰の

惜類の供給等の傑件の組合せに依り，部EW組織内
で・の過剰なi殿扮苔肢の結果設生するものと述べて

いる。又手島，高橋(1951)等は芽薯愛生の際の環

境協度に就いて研究し， i易度10%の場合は萌芽の

直接肥大に依る芽暮の形成を来し， 60%に於ては，

一度生じたim芽の葉肢にその形成を見たと報告し
ている。而して，いやれもー殺に環境漁度の乾燥

と暗底に於て護生する事者と認めている。

依って本研究に於ては各種4条件の下で塊翠貯

械の際，老化に伴う塊室内i市成分の消長を追求し

芽著費生，誼びに諸積の異常萌芽に就いて，その

披作を生上m，形態J撃的に検討した。向本研究は，
文部省科事研究費の援助に依って行われたものの

一部でるる a 誌に記して感謝の;立を去する。

費験材料詰びに責験方法

(Aコ供試材料:寅験材料は.¥H鈴薯 rタj時
議fJ (農林省北海道Jj5'l!21日却原種中央虫場，昭和l24
年産)の 1佃体，約 120g大のものをfI1い，冬期間

地下室にlti'賊したものを休眠格了後2月下旬より

i¥Ai"トとしてf史用した。

(Bコ貯語法:賞験材料は下記の弁匝にJh'

蹴し， 2H 201:1より 5)j本rlvi:亘る期間j寅験を行



北海道大挙農当事部紀要

可i容性予三素の浪IJ)tはすべて前報1:)，.5)に準じて行っ

た。児に呼吸の出IJ)tは， DAVIS (1925)呼吸計に多

少の改縫を加え tlii脳持内で24時間調IJ5i!.を行い，

とれより呼吸率(RQ)， QC02' Q02を算IUした。

1立

笈 聖書 日目 匝 1O-150C 80-98% 

験 滋 i医j 医. 10-15 100 

1 乾 燥 l孟 10-15 65-75 

験笈 主主 目自 区 9-10 70-75 

2 高浪乾燥 l孟 27-28 45-55 

室温J!'i'械に於ける塊藍の老化賞

各匝に於ける塊室のJ!i'械は 2月22日に開始

し 5月末日まで4回の調夜分析を行った。

(1) }JJE停に闘する観察
(a)封照匝: 甜j芽童文，萌芽重量，及び~JUî芽の

長f主idLぴに横院はRi蹴日教と共に増加し，その最

大横筏も 56日目まで慌に前力uし， その後は若干
の減少を示した。(第 1同)0 WJ茅は木箱内に於け

った。

賓験，. 室協lti'械に於ける塊翠の老化賞験。

(1) 封照匝=塊翠は木~;[i (50 x 50 x30 cm)内

に収め，賞験室にJtnuえした。
(2) i制問匝=上記木1iiとl略々同容杭のデシケ

ークー内に塊翠を貯蹴し，下部に7Kを入れ，通気

孔として硝子製籾l孔管を附け，デシケーター内を

飽和i熟度に保った。

(3) 乾燥匝=上記と同容積のデシケークー内

に乾燥用盟化石友を適合萱入れて， i熱度65-75%

に保ち，その中に塊草を貯蔵した。狛乾燥剤は適

時取かえた。

賓験2. 高温貯蔵に於ける塊輩の老化。
本質験にはが.)1目Ocm程f市長した萌芽を千Jする

塊藍を使用した。

(1) 封照匝=前記と同様な木箱内に塊室を収

めた。

(2) 尚温乾燥匝=27
0

Cの恒湿器内に貯離し

た。猶各賞験匝の温度， i誌皮は第 1去に示す如く

である。

(CJ 測定法:分析試料としては勾回各国

より 5-7倒体を撰ぴ， 各塊草の路部 E主将部，

及び車E浮の組織より約 5gのi剥:、}を:採り分析に供

した。 1M合水量，還元明，ゴド還元i密，蛋白態窒素，

186 

滋
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5月20日， 20日目

5月 1日

E月5日， ee日目49日目4月18臼，

警tffll貯蔵官司に於ける馬鈴薯塊茎の崩芽状況

援化と共に減少を示した(第 31品，;J，A)。泣元慣は

初期より少し塊草の形成と共に減少を示した

第2園

るi必度と暗黙の保件に依り，或l'f，度:~it長L， Jlっ

その{rir長生長に主1L肥大が件わないため，手:長:の

増加も少い。従って節目日の長い白色の織弱な棄を

形成し JLつ若干の殻根が見られた。(第21品J)。

三えに内容諸成分の礎化に就いては，合7k:!ltは85%

内外で大なる鑓化はなく(第 3I，';;d， A)，還元柄は腕

芽の仲長と共にな激に減少した(第 3同， B)0 一方

非還元前の蓄積と共に，ノj、形の移動i殿粉の若Fの

苔砧が見られた(第 3何j， C， D)。 叉可溶性主左京は

念激な減少を示し，蛋白態主主主は一時増加するが

その後は減少を示じた(第3阿，E，F)。

(b)乾燥直;本貰験直に於ては封照匝品

潤匿に比して，著しく肥大した百万芽を生じ萌芽

敢，及びその頃イ平ーは約 1カ月で最大に控するが，

仲長がそれに件わない政，主li:量の増加lはk.きくな

い(第 11品j， t(54 1品~J) 0 f)j'し約 40日円に到ると，か

かる NJBrの友皮下に木栓J~の形成が認められた

(第tH対J)。更にその後， 髄部柔和l織にi殴粉粒がfD7

itH乙蓄1'NL始め(第6lu';;J)，次いで、小~Wの塊31空の形

成を見るに到った(第 H品d)。印lちJJJP年の槌部，皮

居部共に車iIl胞はi殴粉粒でi摘され，表皮下の皮j骨に

木栓j斉の形成が見られると共に，完全な塊玄の形

態をとるに到った。その合7k景:は 8096内外であっ
て，他匝に比して著しく少く， NJi芥から塊翠への

-一一一・封照区 f!.-3号マ回， 1日目
。一一-0:潟j問鼠 t二21?;13b22
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数日誌匡， 1)込i悶匡，乾燥i孟の各医に於ける馬鈴薯塊茎貯蔵の際、の繭芽の諸JiX分の凌化

b α b a 

第3闘
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(河川1，'，サ， 13) 0 .--.);jloi量元担if合支は初期jには北収的

多いが，小塊TiL:の形態をとるに光だち念減し，主J

TIfi阪と反主Jのf頃ri'，jを示した(第 31制，C)。叉i殿粉合

長は2-激に冷却lL，討[33怖]， D(乞示す如く，他匝
のJJJE停に土七u誤者な相異を示Lた。可溶性主宗主は
一時増加するが，その後封j沼恒と 111]*去の傾向を示

L，又蛍内態::;-~~さは他凶によヒ Lて~(.J係長を含み，

塊京形)或と共に:]"fTのj成少を示 L7<ζ。 (1f~ 3 ，品]， E， 

F) 0 

3月1日 苔月20日.20日目

4f118日.49日目 5月5日.88日目
第4属 乾燥lli'蔵1廷に於ける馬鈴薯泌玄のWJ51二状況

(c)漁 i悶匝 JJJj非の1rll長，註ぴに肥えは他

直に比Lて穎幸子で，主主[の増)JI1も大きいo 郎ち第

81前IK示す女fIき，異常に大きい繊弱なjJJf牙を形成

し?と。表!之はー居より成り，乾燥恒にみられた如

き木栓)青の分化は全く認められや(第 91尚l)，叉柔

和印式市iil胞内のiv1X粉合最は他匝によ七して側めて少い

(第 10li，品¥)。而じてその合水量は)(で、あるに反 L，

非還元明，査巴f!主宅司会の合予:は少し ib引分合長は

JjJrl;jミのイrll長肥大と共に主主々減少を示した(第 31品J，
A， B， C， D)o I可L 他医fZ:上tL比較的多:fitの可抗'1"1;

害実の含量が見られた(第 31品¥¥，E) 

(2) 塊京に附する親祭

....-.......般に塊室はrJH芽開始と共に1 I呼l及の土iMJII，

第5闘 乾燥慌に於ける馬鈴薯I九立さの萌ヲi三の表皮下木栓
謄の護法状況(Jl~'ÿ技後 50 日目)

水分の蒸散封:ぴ、'z:Jh賊物質の消費にH'くり塊京の枕
7)，:執iì1ヒカ ~Si!.られるが， とれば 3'16fI.ヰ(¥i吃焼t匝がi武も

第6圃 乾燥!瓦に於ける馬鈴薯塊茎の)jji=5Joの節郎柔組織
のi殿粉株主号段状況(貯織後 50El目)

期、著で、あったの而して此の現象に件う合;J，長の減

少は，各国共に1JzJ母音liiJ:;大きく，乾燥固に於ては

第7翻 乾燥!高に於けるヲド薯の形成状況 (rr~織後 80Fl ~) 

Jtí'現在米:.ltJlに Gií%の?を水二社を示したはí~ 11 fi，;d， A，第

12 !前LA)。一方域主ÎJの諸成分の縫イヒは夫々第11，
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12 [ít，';\~L 示す女11 くである。

(a)主f11吉岡 3~)tJ官H工 JjzJfr郊に方5て'j\7Htl'に

若干土作力11するが， その後はi地古s， IjzJ奇T'fß~与にお定少

を示Lた(筑l1¥ii，'i¥'B，第四¥ii，'i!， Bi。非還元明も!え

日
5珂l日 {)月20日， 20日開

4-fJ18fl，498e1 5月5日. 86日目

第8t!割 以潤HT厳司;にIiをける馬鈴発塊茎の溺予F状況
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第9国 現i問!長に於ける馬鈴努t)~%さの}泊予}この表皮

(貯蔵後50II目)

腎部に於て還元l:t1fにJくで、増加lLt，こ(河口1f札 C)0 

i殿粉は老化と共に…誌に4戒少するが，fJ(二し他匝に

第 10鼠 弘主潤宜に於ける馬鈴蒋jJ~3笠の槌rm柔組織の澱

粉抗議償状況(貯蔵後50日目)
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a国-3~ヲ B ， 7日目
b-3司20日， 20目白
Eー田""局18B，.. ヲ目B
4ー吋1GB.77白目

w dミij
α b c 4 a b c d -0; c t 

KEt:宅 :|E
2。m1g.F 

可 蛋白 a 

産 o....o-....~/氏、 妻熊 ~oJ " 

妻 久シブ~q
量 v旬、量......" 霊l、。
α b C 寸 α b c d. a b C 4 

第四国 ~j'照官官.，現i問 1瓦，乾燥鼠の各阪に於ける馬鈴~塊茎貯械の際の塊茎髄部の諸成分の慶化

比し減退は綬徐である(第 111而¥， D，第 121札 D)o

一方IIJi例生主主奈は他匝と異り， その哨加が顕詫てで

あるが，蛋ド内11態珪望素はi漸i車斬I断tμJ次〈減少を示した(第 11川|ドド肘附[』t品付川"巾l!fJ司!占司;司l
E， F，第四¥i，，¥¥， E， F)。

(b)乾燥匝;還元慨は路部に於ては漸弐減

少を示すが，皮j育部は老化に1*い増加し之は~

に髄部，主主.びに1主j育部に於ける非還元Wfの増加と

共に，一般に塊草l刊の桝類は塊草の老化に1'1'い増
加の{頃向を示した。之に反してi殴粉の減少は著rlfj

であり，雨部共著しく減退した。可溶性主主素，蛋

白態宅素も老化と共に一様に減少した(第]]， 12 

|品IJ。

(c)漁澗匝;髄部に於ける還元明の増力11は

他医に封土として顕著で・ある。他方IJO育部に於ける

非還元柄の減少は他匝に比Lt.fに者llfJで(白丸第iD日l 

li両叫首

のf三午t守干iド三7景景言託;以1干、.と なつ7たζ(第 1日]1ド;比刈叫t心4仏古司ιlし， D， 第 12 U，ii] ， D) 。

可溶性宅素，蛋白態主主主はPI各々封照匝とfiiJ椋な傾

向を示した(箔 11li，，¥!， E， F， tí~ ]2 U，，¥I E， F) 0 

(B)費験2. r:ミii且RJ'蹴に於ける塊支の老化。
本質l放に於ては対照凶に琵生したlJJf来の基部

に若二i二の花背素の7容も11が見られ，Wf:i-l二組織も干j'j々

牛透明の外観主呈すると共に，その付i長は症であ

った。とれに反し，前iiLi乾燥匝に於ては!ly械後2

-3日でjjif有三はn色不透明となり， そのやI'kは著
しく抑制され，ダくで制めて肥えした同州たの~:薯の

女nき異常lJJf芽を形成した。その成分礎化は第2去

に示す虫/lく，正常なjjJほごに於てはイ片1長と共に合水

量，主主ぴに還元慣のjf??加がみられ， 且つその滑加

容が大なるのに反L，異常jjJf芽はドトj者とも令長少

く，.ELつ減少を示し特に還元桝は貯蔵後初日目

にはTE常国j茅のが-)1んに減少した。とれにまJし非還

元柄殴紛は顕著な土佐力11を示L， 20日日には正常

IlH牙?のr，.・-)31;~長となり，特にその髄部，皮!背部に

多量のi殴お:}l:，:が検問された。正lJI胤乾燥f昨日午はjjif芽

の肥大と i股't~j 料:の蓄引を来 L，前期の乾燥匝に於

ける芽薯形成の際とfiUfliな{頃向が，組めて短期間

に認められたが，イii'し完全な芳三警の形成は見られ

なかった。一方，呼吸771:は!;ic3去に示す女flく， Qco2 

Q02共に封照匝に於ては， jjjj=!j"の1rt1k・と共に榊加
を示すのに反し，尚治[乾燥匝に於ては，それは大

なる増加を示さすコ， JLつその量も1H照匿の約午是:

に過ぎない。自Pちi士iiEと乾燥に 1~くり，前芽の呼吸

は奔しく阻害される挙が認められた。とれは前記

の還元明の減少殴坊の哨)JIlからも見られる如く

呼吸材i'ご}のi成少と平行j妄な除j係があると%'えられる。

又呼吸不~ (RQ)に就てみると， 前記の如く， 1:':t照
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匝の前3Hま基部に花育素の蓄積が見られる貼から

Mi報に示した如き酸性物質の蓄積が考えられる。
郎ちとれら有機習を類は，慨に比して多量の隈素原

子を有する故に，外界椴素の消費を少ならしめ，

その結果1i照医の RQが1より大となるものと考

えられる。更に斯くの如き異常所j芽を示した塊翠

を1M照匿に移し，約 1 カ月後 J1J.びその呼吸を ìJ!lJ~

した虚 QC02，Q02は夫k 0.209及び0.210とな

り， 呼吸量は正常JUEWの約午量を示し， RQは
0.996で、るった時iより， 一度異常化した前芽の呼

吸は速な快復は見られないIlriJ~認められた。

考察

以上の賞験結果より考察するに，各附貯t蔵垣別

をi通昆ヒじ， 塊Z翠立の老化に1従従是足.い塊玄内の尉

前芽のh構t成材料立誌立びぴ、にその力源として泊費される

事がi営E古2然三考j巴ラ雪‘えられる。その際環境の滋度保件は，
そとに殻生しためIj芽の外部形態に大なる影響を及

ぼすものでるるが，之は叉他面，内部諸成分の鑓

化にも影響じて，老化の生j;1P.fl/;J起ltlをなすものと

考えられる。 Qflちかくの女nき形態的援化を興える

ものは，外部保件がJlij芽に封し促進的に，又は抑

制的に作用し， とれにN:い城主主， b立ぴに萌芽内の

諸物質。移動，分併に影響すると共に，形態的な

鑓化を惹起するものと考えられる。

主主に各匝に就いて検討するに，主J照匿に於け

る萌芽は暗底にして比較的i長潤な環境にある矯，

白色で細長となり，若干の護根も認められた。而

して撮潤匿と同総或る程度の徒一長を示したが，そ

の内容諸成分は還元慣の減少，非還元棋の増加，

i殿粉の僅少な増加が見られ，とれにより貯磁末期

にはWj芽の徒長は幾分減退するものと考えられる。
一方塊室は，水分の泊失に依りその縮化を来し，

換期した如く澱粉蛋白態窒素の減少が甚しかった。

而して塊翠内のRi'戴諸成分の消耗は，前報誌び、に
DENNY (1929)者;の示す如く，播種後の親著内の

成分饗化に類似している。

:aに漁i悶匿に於ては過度のi桑試の詩，萌芽の

徒長は極めて著しい。一般に生育中の杭物は適温

と暗黒の伴う過掃の環境に於ては，黄織化して徒

長の甚しい事は衆知の事責で、あり，且つ馬鈴薯塊

主主:の鼓芽の際，出潤環境に於て，その鼓芽及び崩

芽の生育が促進されるという事は， ApPLEMAN， 

LOOl¥1IS (1927)， SMITH (1928)等も認める庭であ

る。而してその組織内成分は可i容性物質，印ち椀，

可溶性空素化合物に官み極めて軟弱なものとなる。

本質験のi品i問匿に於ては，生]'111的に吊性主主呼吸材

料，詑ぴに構成材料としての還元踏，可溶性空索

に?;?み，念;主友生長を途げるが，合水量の多い繊

弱主主mEJj'-を形成する。従って塊翠より}腕芽への養
分の移動が挫で，塊室内の主要;!'1'磁物たるi殿粉の

減少甚しく，又蛋白質の分jiy-fも他匡より謹である。

1)¥二し塊韮の合水量の減少が少いため，外視的には

縮化はラ~さぬが，塊藍の老化が甚大であるととは

貯蔵成分の消耗より認められる。

乾燥匿に於ては，乾燥保件が萌芽の生長に封

し，著しく抑制的に作用するJ:}J:は前報叫にも報汗

した底であるが，更にとのf削午が甜J芽の呼吸作用

の低下を来す事も考えられる。との際塊輩の老化

と共に環境の乾燥保件に依って.*iH胞液濃度の増
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カ11 をう~し，その結果非還元慌の蓄積が顕著で， t股

粉の減少を来すものと~きえられる。更にとの現象

は蘭子組織への，とれら-，-，rw千七1，物買の移動が成る
程度抑制される結果とも推測される。一方問J芽に

於いては塊1X{より捗勤し来った還元慨は，前芽の

生育に到し環境保件の事p;IJlJflr0効果に依り，その力

加として使用されるよりは，むてろ生主P.的により

安定な非還元情，主主ぴに澱粉への合成が行われる

ものと考えられ，特にi殴主j}の蓄積は塊翠の老化と

共に増加し，第11おiに示す如く，品Hl胞は澱粉粒に

1fえってi荊たされた。とれと相伴って111芽の表皮下

に木栓唐組織の設建が顕著となり，迭に芽薯の形

成を来した。かくの如くi殴粉の蓄積立主ぴに木栓厨

の護連欣況より，乾燥保1L~が芳三著の形成に封する

直接保件の・である如く考えられる。

芽著形成に闘しては，乾燥僚件の外に高温が

懇げられる事は，寅際にiJlil場に於てそれが誕生し

た気象保件より推測に難くない底でる札且つ又

WR1GHT (1932)， ApPLEMAN (1911)，及び BUTLER

(1913)等も馬鈴薯塊翠の合情景は低温より正;jiKitに

移すと減少し， i殿~~.止に 1悼化すると越ペ， i殴粉の苔

杭には温度が??j接に関係すると云われている。水

質I設に於ても高温と乾燥の雨f条件の組合せが，そ

の芽暮形成に如何に影響するかに就いて検討した

が， 1象想の主fIくとの保件下では， i殴粉の蓄積は樹

めて短期間jに行われた。とれば高温に依り，艇より

i殴扮の合成が促進され，依って呼吸源として前七七

な析の減少を来し呼吸の減退をもたらしたもの

と布、えられる。一般に呼吸作用の強弱は呼吸材料

rwち，桝査に依って左右される。とれは MULLER-
THURGAU (1882)， ApPLEMAN (1912)， HOPKINS 

(1928)等が認める底で馬鈴著塊草の呼吸は温度

に依って影響されるのではたく，温度が先歩、病量

に影響し，それが呼吸度の増減を来すのであると

考えられている。

而して乾燥直批ぴに高iKi!.乾燥匿に於ける芽薯
形成のl漂，諸態茨水化物，社び、に者素化合物の礎

化は，前報に示した如き，地下に於ける正常なる

新塊翠形成の際と略々類似の傾向を示した。自Pち
芽薯の肥大に伴い還元蹄，可溶性宅素の減少と，

i殿粉，蛋白態輩素の蓄積が見られた。又との際塊

主主の舵7K前ci化は，環境の乾燥に依るものとみられ

る。

斯くの如く馬鈴薯塊輩の老化，主立びにそれに

伴う芽専の形成は，老化塊翠と ~Jj芽との1mに於け

る内容諸成分の分解，移動，蓄節子主が環境i熟度及

び、温度によって諸種の影響を受ける:rrf.に依って生
やるものと考えられる。

摘要

(1) 本研究は休眠絡了後の馬鈴薯塊輩を，i品
度訪.びに混境保件を異にして貯離する際に生やる

塊翠の老化，封:0:に異常萌芽に就いて生理，形態

撃的に迫究する目的で‘行ったものであり，質験逢

行にあたり，還元明，非還元情，t殿粉，可i容性窒

素及び、蛋白態宅素の分析，誌ぴに呼吸の測定を行

った。

(2) 掃潤保件 (i易度 100%)， 斡燥僚件付品度

65-75%)はいす=れも塊草の老化を促進する。協

i間保{午では還元横，可溶性宅素に官み， 且つ合水

量の直iい，従長肥大した繊弱なNH芽を形成した。

之に伴って塊翠内の貯蔵養分， gpちi殴;紛，蛋白態

安素の減少が著しく，塊Z立は新i化を来さぬが，事

宜上の老化は組めて顕著で、るった。

(3) 乾燥保件では市j芽の仲長の抑{Ji!JK1fくり，

i殿粉，蛋白態空索に官む肥大した異常田J芽を形成

し 2ヵ月後芽薯への縫化が認められた。

(の i句協乾燥保1ttに於ては，更に顕著な繭子

のやt，長のJfP;!iljと，肥大の促進と相f突って老化著し

く，その百四三は内容的には還元艇の減少， i殿粉の

蓄和が側めて知山flllllに行われると共に，とれに!臨

じ呼吸量の顕著な減退が認められた。

(5) 馬鈴薯塊室の老化，此ぴに之にf'ドう異常

NJ:i芽の形成は，各種の外部保{守二件にi必度，立立ぴに

i感度の挺・化に影響される州大きく，更にその内容

成分の縫'1(Jb¥及び呼吸作IIJとの1:¥1にも桁接な闘係が

るるものと考えられる。
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Resum在

It is not at a11 uncommon to find potato tubers with very irregular shape of sprout such as a sprout 

tuber， due to the senility C)f th巴 tuberduring storage being kept for a long duration over their rest period. 
It seems quite clear， accordingly， th?t an e.ttack on th巴problemof the senility and on the effect of external 
conditions， by which th巴 tuberproduces such abnormal sprouting， is a practical necessity in the agricultural 
field. 1n the present paper are described the behavior of carbohydrate contents， together with the variations 
of soluble and protein nitrogen fractions in the tuber. And at th巴 sametime the respiration rate of the 

sprout was also determined. The experimental results obtained may be summarized as fo11ows: 

(1) Under the conditioa of humid storage， the growth of the tender sprout was accelerated enormously， 
resulting in high contents of reducing sugar， soluble nitrogen and moisture at the expense of a decrease 
of starch and protein nitrogen in the tuber. Under these conditions the senility of the tuber was very strik-

ing. though the shrinkage of the tuber was inconsiderable in appearance・

(2) Under the condition of dried storage， on the other hand， due to the check of linear growth of the 
sprout， new growth may form an irregular lump on the mother tuber and be progressively developed to 
the typical sprout tuber after a storage of two months. 1n such a small sprout tuber the contents of starch 

and protein nitrogen wcre high， while moisture， sugar and soluble nitrogen contents were low. According 

to the shrinkage of the tuber due to the dehydration and the consumptiol1 of the reserve substances， the 

senility of such a tuber was also striking. 

(3) Under thc conditions of dried and high temperature storage， being accompanied with the decrease 
of reducing sugar content and the accllm ulatiol1 of starch for a very short pcriod， a remarkable retardation 
of the linear gro¥Vth and且 rapidaccelcratioll of the latcral growth of the sprout ¥Vas recognized. And at 

the same timc a rapid falling off in the rat巴 ofrespiration was ascertained. 

(4) J udging from the results descrihed above， it secms reasonabl巴 toassume that the formatiol1 of the 
abnormal sprollt， such as sprollt tuber， might be due to changes of the reserve substances in the mother 
tuber and of the respiration rate of the sprout and tuber according to their storage conditions. 


